
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事業報告用

2023年度  事業報告書

特定非営利活動法人_3ke五

1 事業の成果

子どもたちヘセーフティーネット等を提供する事業 (通称 :子ども事業① セーフティーネット作り)

1.10代向け支援サービス検索・相腋サイ トM(蒸 (ミ ークス)

子どもたちが安心 してサービスを利用できるようにMex(ミ ークス)の基準をクリア したサー ビスに対 して認定制度を設

けています。2022年度までも厳 しい基準を設けて認定サー ビスを選考してきま したが、2023年度からは基準の厳 しさは

維持 しつつ も支援機関がより申請 しやすい方法に変更 しました。また、認定基準の詳細も社会の多様性や変化に合わせて

変更しました。

2023年度は新型コロナ禍以前の生活に戻ったことも影響 したと思われますが、Mox利用者数は減少 しました。 しかしなが

ら、利用者数減少にも拘わらず、相談先掲載ページヘのアクセス数は増加 してお り子 どもたちの相談先‐ヽの関心の高さが

うかがぇました。今後は基準を満た した認定サービスの掲載数をさらに増や していくことによつて、子どもたちが本当に

必要 としている支援を実践できる支援機関が増えていくことを目指 します。また、定期的な認定基準の見直しも引き続き

行っていきます。

なお、2023年度、サイ ト内で最 も検索されたカテゴリは 「行ける居場所」、次に多かったのが学校の友達・先生や家族・

親戚からの 「暴言・無視・ひいき」、3番 目に多かったのが 「心身の不調」でした。

また、Mexに は 「気持ちをはきだす」というコーナーがあり、2023年度には 1年間で約 1,300件 の声が寄せられました。

誰かから返信が属いた りすることはなく、匿名でただただ悩みや思いを吐露するだけの機能であるため、子どもたちの心

の叫びが赤裸々につづられています。
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Mex「気持ちをはきだす」に寄せ られた声より

vexは、サイ トの開設がゴールではありません。今後 も必要 とされている情報を分析 しながら、今の子どもたちに合った

サポー トができるよう、サイ トのメンテナンスや改良を続けていきます。

2.ユースセンター 「3(さん)」

2021年に゛ち「 げたユースセンター 「3」 は 2023年度で 3年 目となり、定休 日の水曜 日と 12月 31日 、1月 1日 を除い

た、年 314ロ オープンすることができました。

ユースセンター 「3」 は思春期世代にとつて大きなハー ドルとな り得る交流・プログラムの要素を取 り払い、全国でも珍

しい非交流型・非プログラム型の居場所 として運営 していますが、その運営の中で見えてきたニーズを全国の行政機関や

子どもの支援に携わる従事者に伝えるべく、2023年度は以 ドのような取 り組みも行いました。

・ 2023年 5月  ユースセンター報告会 杉並区共催 (31名 参加 )

・2024年 1月  Child lssue Seminar内 での報告 (420名 参加 )

・ 2024年 2月 28日 (午前・午後)/3月 6日 (午前 。午後)で計 4回の主に行政機関職員向けの研修実施 (30名 参加 )

・そのほか、行政機関職員、議員、研究者等に限定 した内覧会の実施 (80名 参加 )

その成果 として、各地域で思春期世代のための居場所 として非交流型・非プログラム型のニーズが高い可能性について一

定の周知ができたと感 じています。こども家庭庁準備室が 2022年度に実施 したアンケー ト結果や、港区で高校生批代に

実施 したアンター ト結果でも、非交流型のニーズの方が交流型よりも高いことが発見される等、少 しずつこういった認識

が広まってきていることも感 じています。



以下、報告会や研修会等に参加 してくださった行政職員の方の声です。子ども支援や居場所は年齢や特性等に関わらずひ

とくくりにされがちですが、参加者の声からも、幼児期、学童期、思春期でそれぞれ感 じ得るハー ドルや、必要な支援は

異なるという視点は、一見当たり前でありながらも、なかなか周知されていないことだと実感 した 1年でもありました。
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子どもたちに必要な情報などを伝えるコンテンツ等を作成する事業 (通称 :子 ども事業② コンテンツ

作り)

1. 児童福祉施設向け 「教室型プログラム」

2023年度は継続的に支援 していた 3つの施設に加え、新たに 1つの母子生活支援施設と 1つの学習支援拠点への支援をス

ター トさせました。自治体が運営する学習支援拠点との連携ははじめてとなりましたが、学習支援拠点でも児童養護施設

や母子生活支援施設 と同様、子どもたちの居場所づくりや、接 し方のノウハウはあつても、学習支援や教材のノウハウ等

があまりない状況が見えてきました。 とりわけ学年と学習基盤にギャップのある子 どもたちへの学習支援ノウハウについ

ては、全国でも同様のニーズがあるのではという学びになりました。

また、2022年度に続き 2023年度もクラウドファンディングを実施し、新規教材の開発や、現場でのフィー ドバックを踏

まえた既存教材のアップデー トを行うことができました。3keysで は、学習支援の予算が十分にない児童養護施設等でも、

子どもたちに必要な支援を届けられるよう、低価格での支援を展開しています。そのため、事業に必要な費用が不足して

いる部分はクラウドファンディングや団体への寄付を活用しながら運営させていただいています。

子どもたちの現状を社会に伝え、子どもたちの環境を変える事業 (通称 :「伝える・変える」事業)

1.child lssue Senimr(以 下、CIS)

2023年度は、2回の CISを実施 しました。2022年度に続き、会場での開催だけでなく、オンラインでのアーカイプ配信も

行ったことで、全国の多くの方々に参加 していただくことができました。24回 日の CISでは トー横等で話題 となっている

薬物過剰摂取 (オーバー ドーズ)に よる自傷行為をはじめとした若者世代の自傷・ 自殺をテーマに、25回 目の CISでは、

近年毎年最高件数を記録 し続けている不登校についての実態調査を踏まえた内容をテーマにさせていただきました。

第 24回 目 2024年 1月 9日

思春期・中高生世代との関わり方 110人に 1人いるってご存じですか
'自 傷行為・オーバー ドーズ

講師 :精神科医 氏

第 25回 目 2024年 2月 21日

不登校の追跡調査から見えたもの～その時に子どもたちは何を思ったのか～

講師 :  氏

CISは、子どもに普段関わっていない一般の方が気軽に参加でき、子どもたちの現状を正しく知り理解することをコンセ

プ トに運営しておりますが、自治体職員や、子ども支援に携わる方の参加も非常に多く、自傷行為や不登校については、

多くの現場で頭を悩ませている実態があり、まだ十分な解決策を見いだせていない問題だとも感 じました。以下、参加者

の声となっています。

９

“



“アーカイノを″ι必んであクまιたか:癸場だズ
`だ

″ぎιて
'本

当だ′″。ったで充。たぐさんのことを左i″″/ご教えて

クぇだき、`″
ま,蒲

:ら すまク,と だキだキの、″2受iの層レ1城′勁7で した。″″まιた。′だ〃ιτぅ、クラスのデどι力ちだび́

してろ ″
―

教貞´ιでクヽまブリカ曽った〃,`‐をιて″1た こと,議`ク たクヽで充。それにι
`う

、なぜ今、こんなだみん

な、空ぎづらレヽのでιょう″ら オ́え合ラιかな′1の でナノ」:"― ,第フイZβ参〃″:著 :

“〃′身、ノ0んから′′κ/ごか′ノて′″|″為を練クをしてク1ま ιた。お″
‐
′されて′1た ことのだとんどを〃、当″の′分だ

当rをまってレlτ;僣きまιた。今zの場 で学|ボごと″枕 ぐさんあクまιたし、なんだせよθ分なまっとうに生まZびま

ラとιてク)た のだと、グ`ι荻力′Zた まうな夕″ちだろなクました。
″―″′イ′ワβ参ンタ7者`″

″′力1課 ιなぐて/ル 1″なクヽ空:気をクヽかムr″ナ″ソ など′″θysの″ク″つた方:″/ご感″を受ゲ ′″ろ瑳ι′きなくてb′

て,ヽ クソ とクヽラ言:着:″り

"こ

プさクました。をえて″`ろ房iみ を期 ナちのだιエネノクギー″S要・るので、とだかぐ〃き′ご″ん

でクヽレ1場1所せク)ラ の/ま』:要1ガど′
『

クヽま充。″″′
『

オ:夕の子たち″移 ::″″を心だ″
:ク 冷ク`をつ′ナ、大スになってレ)ぐ』

βだおレ)ζ 今すぐ力:翅 ナベぎ翼″″なハラノィクを」をえてレ)ろ のでなク)だせよそラク)つ た′ξ:場励1″
'必

要
'な

″ bあ るので/ま

なク1で ιょぅ″、 その脇 ご

―

なク)子ノどιて|〃″ヵ zれ こヽとが、のちの大きなハフノ/ル を2,コ:ヂろ功ゲ″ 6な

るので/まなク)″ ιヽ
『

ク'ま ιた。

また質iκ/こ#ナろ′各で %を 求めろこと″'フををごだナろことだιメ:がるノどレ`ラお語
:ど 4β:剰:な テ″:″策|″

'瑳
〃の

ど″7ごなるプと″ってク)た こと、″/ま夕″,F広″な支ダ層」動を ιてレ)ろ わゲでノまなく淘スとιてで/まあクますかヽダ々な

スやを

'ど
,″わろ夕●まれデ′ご́ )た ク1と感 じまιた。 ″―舅

‐
′イ′″祓

7宅割をど″ ぐと、 ′どうしてそうなってしまったの″ソ ′まつか″″′Zどつたの″ソ とそちらだ/ゴシ,ク だ☆ン クゞヽってι

まラ″,t 術 を′甲き、そのままの子どうのメ1態をまずな受グスれる翡 を整:え 、ゲ茂 /ご戻すことをβ″どιない、

′急 )́響 を求なク)で ′″つノ どク`ラ夏1身を夕ろごとノン 要:ガど″めこ言麟″/ア できた。

`を
´ のをンターのタタ、 4冴講身を整:え るノ ′をやみ/ご′|ス ιなクリ とレ1ラ ィオスからの多ま″)″ をノ″6ιな′1ズ:′′ま

子どうだとって∠葬:なズ1-ι
『

った。 “―″π′ワβ参:′″:ξ

``と で3分かクゃテク)内容でした。不登夕′ご″ι、本:ス、深ご|ォ、学夕の意1護の瑳i″

'あ
ること、堤ガ子ど6″身不:登グの

理駒
"ガ

わからないこと″
'曹

'え てク1ち ごとを孵 してル`ま充。学夕で∂〃求までだ′β

―

ろ′]髪告を/まそのまま

次́:瀦 1″場庁まゃすク)と クヽラ讐明rを ろってカシまするの/ま参考/ごなクオιた。多手″手にならなルヽ支′を心がゲτク)また′`ど′

『ιヽま九 "― 夕 ″ Zβ参″者

2.メ ディア掲載・講演・執筆

2022年度は以下のような発信を行いました。前年度より引き続き、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、講演は

オンラインでの開催がメインとなりました。

メディア掲載回数 :計 7回

・新聞 :2回 毎日新聞、朝 日新聞

・ Web記事 :3回  CAPニ ューズ (社会福祉法人子どもの虐待防止センター)、 noblco(PHP研究所)、 厚生労働省・ 自殺

対策サイ ト

・雑誌・書籍 :2回 三日評論 (慶應義塾大学)、 書籍『大人に言えない小さな悩みが少しだけ軽くなる本』 (Cakken)

講演回数 :計 9回

講演先一覧 :東京四谷ロータリークラブ、国際ソコプチ ミス ト東京―東、公益社団法人日本フィランソロピー協会、特定

非営利活動法人 ETICぃ KIFUBAR、 ュースワークキャンプ実行委員会、特定非営利活動法人 NPOサ ポー トセンター、一般社

団法人 なでしこケア、東京紀尾井町ロータリークラブ

ｎ

ｕ



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 136,691千 円)

定款に

記載

された

事業名

事業内容 同時 場 所
従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業

費

(千

円)

子 ども
たちヘ

セ ー フ

テ イ~

ネ ッ ト

等を提

供する

事業

■.10代向け支援サービス検索 。相談サイ ト「Mex(ミ
ークス)」

頼れる大人が周 りにいない子どもたちは、 トラブルに

巻き込まれたり、深刻な状態で発見されたりすることも

少なくありません。3keysでは.虐待・いじめ・自殺・こ

ころの問題等、深刻な悩みを抱えながらも誰にも相談で

きずにインターネットに駆け込んだ子どもたちが、安心

して頼れる大人や支援団体とつながることができるよ

う、大人でも分かりづらい、行政や NPO等の支援機関の

情報を子どもひとりでも違いを比較 し、相談できるよう

なサイ ト作りを目指しています。

また、様々な専門家の方の監修を経ながら、子どもた

ちがよくひとりで悩む内容の解決やヒン トになるような

よみものや動画もサイ ト内で配信しています。

通年 (24時
間 )

全 国 ・

原 則 国

内

8名 ¬三に 10

代以下

年に 1回以

上利用 した

人数 915,45

7名

100,

202

2.ユ ースセンター「3(さ ん)」

子どもたちにとつて、生活の中で一つは必ず「安らぐ

場所」が必要です。多くの場合は、それぞれの家がその

役割を果たすとされているでしょう。 しかし、日本の住

宅事情の元で、子ども一人ひとりのパーソナルスペース

を用意できているのは、ゆとりのある一部の家庭のみ。

家族といえども近すぎる距離で思春期を過ごす中で、家

族と距離を取ることができるのは、日の前にあるスマホ

の中の SNSやネット、商業的な場しかないのが現状で

す。

さらに深刻な場合は、家庭内で暴力を受けていたり、

罵声や面前DVの被害が日常的にあつたり、兄弟姉妹と明

らかな差別を受けていたりといった、虐待やマル トリー

トメン ト (不適切養育)の環境にさらされている子ども

たちは、日常的に安らぐ場所が奪われてしまっていま

す。
「施設のような場ではなく、どちらかというと家にい

るような感覚で過ごせる場所」「くつろいだり、目的を

持たなくても、居心地が悪 くない場所」「評価された

り、何かを強要されたりせず、自分が好きなことをして

過ごせる場所」「子どもたちにとつて安全で、静的な

(非 交流型)サー ドプレイスとなること」それがユース

センター 「3(さ ん)」 が目指す場所です。

通年

運 営 日時 i

月・火・本・

金 9:30～ 21:3

0土 ・日

13:0()～ 21:

301こ 変更

※上記曜 日は

祝日も運営

※定休 日 :水

曜  日

12′31、  1′ 1

東 京 都

新 宿 区
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1.子ども向け啓発動画 「ミーのなやみ」

私たちは、誰かに相談する気力すら失った子どもたちに、虐

待ゃいじめ、DV等の正しい知識をつけてもらい、自らを必要

以上に責めないこと、自分は悪くないこと、誰かに助けを求め

てよいことを伝えています。子ども向け啓発動画「ミーのなや

み」では、子どもたち自身が動画のキャラクターであるミーが抱

える悩みを客観的な立場から見ることで、自分が置かれている

環境についても改めて考えることができるように構成しました。

また、悩みに合わせて相談先等も紹介しています。

YouTubeは 10代が最も利用しているWebツールでもあり

ます。正しい知識を身につけることで、助けを求めることすら恐

れている子どもたちに、必要な一歩を踏み出してほしいという

思いで作っています。

通年 全 国 ・

原 則 国

内

5名 ¬三|こ  10

代の子ど

もたち

191,537 回

再生

12,2

61

4



60,592回 再

生

2.YouTubeオンライン相談会
コロナ禍で、虐待や自殺等にまつわる子どもからの SOSが

増えたことと、平時以上に支援機関や大人の余裕がない状況

を踏まえ、緊急企画として YouTu“ オンライン相談会を実施

しました。 氏と.

に子どもたちから寄せられた相談に答えていただき

ました。

当日のライプでの相談だけでなく.その後に見逃し動画の配

信も行っております。子ども向けではありますが、子どもたちと

の関わり方のヒントもたくさんありますので、ぜひ大人の方もご

覧ください。

年に 1回以

上開 覧 した

人 872,407

名

3.10代向けコラム

10代 向け支援サービス検索・相談サイト「Mex(ミークス)」 に

は、相談先だけでなく、子どもたちからよく寄せられる様々な悩

みの解決のヒントになるようなコラムを掲載しています。各分野

の専門家の監修を経て、正しい情報を心がけているだけでな

く、これまで長年子どもたちを支援してきた立場から、子ども一

人で読んでも分かりやすい内容になるよう工夫しています。
67 名 ・ 147

教 科 ・ 5施
設

東  京

都 、 神

奈川県

児 童 養

護 施 設

および母

子 生 活

支 援 施

設 等 の

児 童 福

祉施設を

利用して

いる主に

小 学 生

(一 部中

高生 )

通年4.児童福祉誌設向け「教室型プログラム」

虐待等の家庭環境で育つた子どもたちの多くは、読み書き

計算等の基本的な学習基盤が整っていないことが多く、小学

校低学年から学習の遅れが顕著になるケースが見受けられま

す。3keysでは、主に児童養護施設と連携し、小学生の補習

教室の運営や運営支援・教材支援等を行い、早期から子ども

たちの学習をサポートできる環境作りをしています。

閲 覧 者 数

233,582 名

(年 に 1回 以

上訪れた人

のユニー ク

数 )

全国
・国内外

制限なし

通年1.「 自書‐日本の子どもたちの今」

耳を疑うような内容の児童虐待.いじめによる自殺、教師や

保育士による体罰や性暴力、子どもの貧困や格差等、いつか

ら日本が子どもたちにとつて不幸せな国になったのが、信じら

れないようなニュースを目にする機会が増えました。しかし、そ

れらはどれも誇張ではなく、本当に日本で起きている事柄で

す。社会が複雑化している一方で、子どもを見守り育てる大人

は親・先生に限定され、子どもたちが必要とする様々な形の愛

情を受けづらい時代になりました。

事件がある度に、私たちの元にはたくさんのメディアや、個

人の方から問い合わせが寄せられます。しかし、事件が去ると

また日常が戻り、子どもたちに関心を寄せる存在が減っていき

ます。

私たちは、何らかの形で子どもたちに関心を持ち続けてはじ

いと願っています。そのために、私たちのホームページに訪れ

た時に、正しく子どもたちの現状を知ってもらい、大人たちが

日々できることを少しでもたくさん実践してはしいと思い、複雑

化している子どもたちの現状を正しく伝えるための「子ども自

書」をサイト内に作りました。子どもたちを見守る大人の一人と

して、ぜひ子どもたちの今を正しく知っていただけたら嬉しいで

す。

24,2

26
制限なし

(主 に大

人 )

CIS 640名
(会場参加・

動画視聴 を

合わせて)

研 修・報 告

会 ・内覧会

等 141名

CIS12024年 1

月9日 、2月 21

日

ユースセンター

報告会 :2023

年 5月 16日

内覧 会付ユー

スセ ンター 研

修会 :2024年
2月 28日 、3月

6日

都

画

は

，
外

な

京

動

信

国

内

限

東

＜

配

全

国

制

し

8名子ども

たちの

現状を

社会に

伝え、

子ども

たちの

環境を

変える

事業

2.研修・「child l“ ue Seminar(通 称

3keysでは、子どもたちの支援だけでなく、日本の子どもた

ちを取り巻く環境の周知・改善を目的としたセミナーを大人向

けに主催し、理解者や支援者を増やすための啓発活動を行っ

ています。2013年度から開始した連続セミナー「Child lssue

Semlnar」 では、社会的に話題になつていることや、ぜひ知っ

てほしいテーマを取り上げています。

子どもの支援に普段関わっていない主に一般の方向けの会

と、子どもに既に関わつている支援機関・行政関係者を主たる

参加者とした会があります。

CIS)」 の開催

”
０

|

|

|

|

|



3.執筆・講演・メディアでの啓発

3keysでは、子どもたちの現状をより多くの方々に伝え、一人

ひとりができることを実践するために.講演や執筆等を積極的

に行っております。イベントや勉強会等の講師としてお呼びい

ただくことで、3keysだ けではアプローチできない方々に子ども

たちの現状を伝えることができます。

通 年 全国。国

内 外 制

限なし

466名 (講演

参加 者 数 の

み )

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

定款に記載

された

事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数

事業費

(千円)

´
０



13 28 係

2023(令 和5)年度  活動計算書

2023(令和 5)年 4月 1日 から2024〈令和 6)年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 3keys

(単 :円 )

Ⅱ

1 」」:ti味
財を増減の部)

i饒額
を
:111:::1:薬

―プティネット等

5m言:言i「

ml
・

|

挙晨:ム
摯持費

診却費
事業魯6占

餃計

130,000

58,117,512

97,702,146

22,415,040

15,193

科   目 金  額

78 379 891

130 000

58 117 51

89 1963 7

735 920

15

216 121

8,384,950

21,085,120

594,000

13

180

2,848,471
45,103,090
6,479,819

54,647,501

1.4251

2.143.4641

972,1281

774,594
2,957,782

116,814
2,188,175
1,591,471

2,418,196
189,945
815,339
18,341

2,956,559
618,120

1,480,137
667

1,252,985
2,826,053
13,152,111
40,105,584

43,337
5,406,174

14,024

82,043,425
136,690,926



科   日 金  額

751,529

11,899,807
1,709,609

55 966

416 9111

287,564
7,313
14,794

780,368
3,383

85,414
149,744
44,525

213,842
3,600

717,087
161,945
86,325
29,915
143,659

1,194,148
3,232,656

11,433

245,795
287
7974137

21 830 708

158 521 634

5607

19,858,257

0

7 560

70 000

19,850,697

96 594 069
19,780,697

116,374,766

0

89,317,196
△ 89,317,196

0

89,317,196
△ 89,317,196

|
経
議

"
4『

ム維持,
1菫

^

顧諷却費
●̈ ′ヽ

`“

¨

珍
産常猪講

言1響贔 
震瀬

(指定正味財産増減の部)

I 受取寄附金
Ⅱ 受取助成金
皿 一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額

前期繰越指定正味財産額

次期繰越指定正味財産額

皿

Ⅳ

次期繰越正味財産額

2 管理



書式第 15号 (法第 28条関係 )

2023(令和5)年度 貸借対照表

2024(令和 6)年 3月 31日 現在

特定非常利活動法人3keys

(単位 :円 )

金  額科   目

71,871,303

96,557

6,952.434

157.840

4,945,402

377.533

631,465

17,325,636

88,000

1,000

26.265,600

87.401,069

17.325,636

26.354,600

631,465

131 712 770

12,837,819

396,000

315,085

700,000

1,019,100

70,000

15.338,004

96,591,069

19,780,697

116.374,766

131 712 770

44,311,701

15,338,004

116.374.766

皿 正味財産の部

1指定正味財産

前期繰越柿定正味財産

当期指定正味財産増減額

指定正味財産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

負 債 合 計

正味財産合計

負債及び正味財産合言|

産 合 計

合 計

I 資産の部

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器・備品

(2)無形固定資産

ソフ トウェア

(3)投資その他の資産

長期前払費用

出資金

保証金

2 -般正味財産

前期繰越 ・般正味財産

当期 ・般正味財産増減額

・般 正味財産合計

1 流動資産

現金預金

商品

米収金

貯蔵品

前払費用

仮払金

流 動 資

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受収益

預 り金

前受助成金

米払消費税等

未払法人税等

流 動 負 債



式 10

2 事業■の内訳

2023(令和 5)年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人3kcys

重要な会計方針

11算 書類の作成は. PヽO会 ,I基準 (2010年 7月 2o H 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協会)に よつています。

|'棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品ならびに貯蔵品の評価基準は .原価基中により評価方法は法人税法の規定による最終仕入原価法によつています .

'固 定資たの減価償却の方法

法人税法 卜の規定に基づいて償却 しています。

・・ 消費税等の会計処理

,肖 費税等の会計処理は税込経理方式によつています.

外貨建債権.債 務の評価方法

期末時TTM(電信売買相場の仲値)で評価しています。

子どもたちに必要
な情報などを伝ぇ
るコンテンツ等を
作成する事業

子どもたちの現状
を社会に伝え、子
どもたちの環境を

変ぇる事業

合計科 日

子どもたちヘセー
フティネット等を
提供する

'業

600.759

9,512.514

1,366,633

44.738

2,848,471

45,103,090

6,479,819

216,121

2.060.645

32.628,531

4,687,638

157.452

187.067

962.045

425,548

13,93L

3.588.591 ll.524.644 54,647,50139.534.266

1.425

1,275.571

692.637

177,418

623.815

42,696

68,278

124,788

0

35,598

175,772

2.878

677.249

133.767

154.569

0

364.914

1,195,013

4,loO,703

2.584,132

9,141

261.485

230

1,425

2.143,464

972.128

774,594

2,957,782

116.814

2,188,175

1,591,171

2,418.196

189.945

815.339

18,341

2,956.559

618,120

1,480. 137

667

1.252,985

2,826,053

13.152.lll

40,105,584

43.337

5,406.174

14,024

796,314

51.619

40,563

2,139,721

61,276

2,098,637

1,428,515

2,418,196

143,269

586.338

14.667

2, 100,816

444,042

635,923

667

115,625

1.552,986

5,558.667

36,716.794

31,350

3,718.627

13.723

71,579

227.872

556,613

194.246

12.842

21.260

38. 138

0

11,083

53,229

896

178,494

40,311

689,645

0

772,446

78,054

3.492,741

804.658

2,846

1.426.062

71

12.702.074 82.043.42560.668.265 8,673,086

24.226.718 136.690,926100.202.531 12.261,677

`1)人件費

■員報酬

綸科手当

渉定福利■

福利厚生貴

人作費計
(2'そ の他経費

仕人高

広告費

郵送費

印111製 本質

採用教育費

Л重研究費

水道光熱費

・H耗品費

食材費

払ヽ保険料

11税公課

渉外費

旅費交通費

通信費

支払手数料

会議費

計金

ンステム維持☆

委託費

家賃

賃借料

は価値却費

痒費

その他経費Iト

“

薬費計



使途等が制約された寄附金ヽの内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の適 りです .

当法人の正味財席は.116.374.666円 です.その うち.使途が制約されていない工味財産
`■

.同額のl16.374,666円 です.

単位 :|リ

|`コ増加洒 li n減
少催 期末残高 備 考内 容

"計
残高

35,301,796

2021～2024度 の 「制度の狭間にいる
10代 向けの新しい形のユースセ′ター

事業」の助成をとして.指定正味財産
の受取助成立に計上 しています 1`期

においてすべて事業に充・
`済

みです .

みてお基金 35,301.796

f支援サー ビス検索・相談サイ トMtx

(ミ ークス)」 の利便性 ,lL」 のため
の助成金として.指定正味財産の受取
助成金に計上 しています.当 期におい

てすべて事業に充当済みです.

1,400.000 1,400,000CBCMこ とも財‖助成金

「10代 向 |ナ 支援サービス検索・相談サ

イ ト」exの リニューアルとサイ ト認知

度P・ 利用イに進策の実施」のための助
成金として.指定工味財産の受取助成
金に計上しています。当期においてす
べて事業に充Ч済みです.

4,883.400 4,883,100(公財)三菱財団 助成0

「施設に保崎される子 どもたちの学び

を支える教材作成普及」のための助成
0と して.指定正味財産の受取助成金

に計上 しています。当期においてすべ

て事業に先
｀

“

流みです .

500,000 500,000
′ヽプリックリソース財同

高山弘 ′基金

「ユ~スセンタ~を訪れる 10代の F
どもたちへの食事提供事業」のための

助成金として.指定正味財産の受取助

成金に計上しています.｀ 1期 において

すべて事来に充当済みです.

66Ю .000 660.000中央共同募金
コープみらい

fユ ~スセンタ~を訪れる 10代の 4ど

もたちへの食事提供

"奏
」のための助

成金として.指定正味財との受取助成

金に計上 しています.｀
11期 においてす

べて事業に充当済みです.

868,000 868,000
パルンステム共済連

ささえあい基金

「非交流型の 10代 の居場所」モデル化
事業のための助成金として.指定正味

財産の受取勁成全に計 liし ています.

当期においてすべて事業 |こ充当済みで

す.

3,000,000 3,000,000(■)福祉医療機構
r供 の未来応援基金

「虐待や省困などに悩む10代の問題解
決の実践と.支援手法の全国民開」の

ための助成金として.指定工味財産の

受取助成金に計上していたす.当 期に
ぉいてすべて事業に先 1`(済 みです。

17.970.00017,970.000(公財)日 本財団 助成金

f虐待等で■場所のない若者たちの ―

時達難場所セキュリテイ対策」のため
の助成金として.指定正味財産の受取
助成金に計上しています.当期におい
てすべて事業に充当流みです_

800.000 800.000(′

`ヽ

財)口 |:n社 会安全研
究財団 助成企

「10代が人目を気にせずいつでも ′ヽち

寄れる居場所の運営ヤ案」のための助

成金として.指定正味財との受取助成

金に計上しています.｀ち

'0に

おいてす
べて事業に充当済みです。

20,000,00020,000.000
厚生労働省

孤独・孤立対策のための
自段防止対策■業助成金

i10代向け支援サービス検索・ Ili談サ

イト Mexの 利用促進」のための助成全

として、指定正味財産の受取助成金に

計上 していtす`当 期においてすべて

事業に充
｀

“

済みです

1,500.000 1.500,000ぐI〕 CMこ ども財団助成金



600.000 600.000

「10代 向け支援サービス検索・

'日

談サ
イ ト Mexの 利用促造」のための助成金
として.指定正味財

"の
受取助成李に

計 11し ています. i`期においてすべて
事業に充当済みです.

日本労働組合総連合会
「連合・■のカン′ヽ」助成

全

,ヽ デ,″ ||ソース財団 ユブツン

社会の ■せ支援基金 300,000 300,000

「10代の rと もたちの居場所で,作 り
の食事提供」のための助成金 として .

指定 1:味財産の■取助成金に計上 して
います.当 期においてすべて事業に充
当済みです。

1.000,000

「ユースセンターを訪れる10代 の子ど
もたちへの食事提供事業」のための助
成全として.指定 II:味 財産の受取助′,父
全に計 Lし ています_当 期においです
べて事業に充当済みで,■

(公財)■口言―・成口|`育
夫財 1・ 1 2023年度助成金

1,000.000

534.000 534.000

「施設に保護される子どもたちの学び
を支える教材件成普及」のための助成
全として.指定工味財産の■取助成金
に計上しています.Ч期においてすべ

て事業に充当済みです.

ハプ リックリツース,1オ I.1

高山弘子基金

89.317. 196 89.317.196合 計

■ 固定資産の増減内訳

科 口 期汁取得価額 取 減 少 期末取得 価額 減価償却暴計額

有形固定資産

イ|―器…傷品

無形固定資産

ソフ トウェア

ソフ トウェア仮勘t

投資その他の資産

長期前払費用

出資金

保証金

381,362

18,428,515

200,000

0

1,000

26,265,600

770,000

12.■ 93.450

9,184.450

88.000

0

0

0

0

9,384,450

0

0

0

1,151,362

30,921.965

0

88.000

1,000

26,265.600

△ 519.897

4ゝ  13.596,329

0

0

0

0

631,465

17,325.636

0

88,000

1.0(}0

26.265,600

合計
45.276.477 22,535.900 9,384,450 58.427,927 △ 14.116.226 44.311,701



書式第 17号 (法第 28条関係 )

2023(令和5)年度 財産目録

2024(令和 6)年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 3keys

(単位 :円 )

科   日 金  額

資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

三菱じFJ銀行普通預金①
三菱じFJ銀行普通預金②
三菱しFJ銀行普通預金③
三菱UFJ銀行普通預金④

郵便振替 当座預金

郵便貯金 普通預金

商品

ピアス・イヤリング f也

未収金

子どもの権利保障推進事業収入 他

貯蔵品

切手・図書カード他

前払費用

賃貸物件保証委託料・賃貸料 他

仮払金

仮払金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器・備品

(2)無形固定資産

HPり‐―アル、動画 「ミーのなやみ」他

(3)投資その他の資産

長期前払費用

出資金 生活クラブ連合会

保証金 新宿事務所賃貸

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

303,517

2,454,367

60,437,406

3,580,517

3,153

6,805,280

1,287,063

74,871,303

96,557

6,952,434

157,840

4,945,402

377,533

631,465

17,325,636

26,354,600

87,401,069

96,557

6,952,434

157,840

4,945,402

377,533

631,465

44,311,701

17,325,636

88,000

1,000

26,265,600

131,712,770



科   日 金  額

Π 負債の部

1 流動負債

未払金

スタッフ給与・社会保険料 他

前受収益

学習支援事業 年会費

預り金

源泉所得税 他

前受助成金

翌期以降使用助成金

米払消費税等

未払消費税等

未払法人税等

未払法人税等

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

12,837,819

12,837,819

396,000

315,085

700,000

1,019,100

70,000

15,338,004

396,000

315,085

700,000

1,019,100

70,000

15,338,004

116,374,766



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (前事来年度において役員であつたことがある全■の氏名及び住所又は居所菫

びにこれらの者についての前事■年度における颯■の有無を記●した名簿)

特定非営利活動法人 3keys

1 1確認事項 (法第20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

図下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

口各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)

氏   名

1
・ 監事

モリヤマ  タカエ 令和5年 4月  1日

令和6年  3月  3111

令和5乍  4月  1日

令和6年  3月  31日森山 誉恵

2 監 事

ミタニ  コウシ
゛

令和5年  4月  1日

令和6年  3月  3111

年    月    日

年  月  日三谷 宏冶

3
監 事

イノウエ  シュンスケ 令和 5年  7月  l曰

令和6年  3月  31日

年 月

月

11

日年井上 俊介

4 理 :監 事
カワク

・チ  タツヤ 令和5年 4月  1日

令和6年  3月  31日

午 月

月

口

日年川 日 達也

5 理事・監事

年  月  日

年 月 }|

年 月

月

日

H年

6 理事・ 監事

年  月  ||

年  月  日

年

年

月

月

11

日

7 理事・監 )
年  月  ll

年  月  日

年  月  11

年 月 曰

8 理事・監事

11    月    日

年  月  ll

年 月

月

日

年 口

9 理事・ 監事

年   月    日

年 月

`|

年   月   日

年  月  FI

10 理 事・監 事

年  月  ||

年   月    日

年   月   ロ

年  月  日



書式第 4号 (法 第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 3keys

氏   名

1 瀧口 徹

2 茶谷 寧

3 森山 誉恵

4 井上 美優

5 李 仁淑

6 川口 達也

7
平野 淳         

  

8 浅枝 謙太

9 藤田 卓也

10 田中 泰英

ll 崎田 潤―

12 吉富 麻衣子  

13 稲田 守  




